
体験記CD 入力区分 標題 執筆者名(漢字) 執筆者名(よみ) 公開区分 性別
被爆時
年齢

登場地 登場地(施設地名) 執筆年 雨の有無 S25市町村 時刻分類 降り始め 降った時間 雨の強さ 雨の描写 S25市町村 飛散物の描写 症状の有無 発症時期 症状の描写 備　考

49006070 御飯の上には真黒なススが降りかかり

54200470 しばらくして黒い灰がちらちら落ちて来ました

42001640 それから黒い灰が降ってきました

62300169 粉のような降灰があった

49010340 もえかすがとんできました。

42002397
しばらくすると南東か、南南東の方角から紙類を燃やしたときの屑のような物が空
が黒くなる程舞降りて来た。

49002738 夕方には老いた男女若いものも頭から灰かぶり

49009854
真黒な雲のような、煙のようないやな臭いとススが、辺りに広がり、着ていたシャツ
には黒い点々がついていた

49005301 庭に出て見ると黒い灰がぱらぱら落ちて来ました。

42003134 一時頃空模様が気味わるくな紙切れがいやな程舞いおりて

49014236 しばらくすると黒いはいがたくさんとんで来ました。

00008362
どこからか、紙の燃えた塊が四方に飛び、ひらひらと着物のきれはしが飛んでい
る。

49014936
●●●（●●の手前）で空からドサッドサッと縁が黒焦げの厚い書類簿が落下して
くるのを怖く思った。

49014725 ●●●あたりでは紙の燃えくずが飛んで来ておりました

13002932 午後3時頃から空から黒い灰が落ちてきたり、

13002447 ちらちら紙切の様な物が空を飛んでいました

49013736 畑一面の緑に黒灰が積もった。（長崎市の方向から焼けた紙が飛んできた。）

00001485 紙切れや灰が雨んごと降って来っと。

49005516 長崎の方からはやけた紙きれがとんでくる

49005310 紙や灰が降って来ました

49005306
家に帰って見ると草の葉、イモの葉等には島原の噴煙の灰見たいに積って居るの
見ておそろしくなりました。

49004506
黒煙にも似た雲から流れて来たところで真黒
い雨が激しく降りずぶぬれになった

突然空の上から、色々な伝票の束が分厚くまとまったままで落ちて来た、これを
拾ってみたら大学病院のネームが入ったものや浦上方面の会社の名前の入った
もので、その数の多さにおどろいた

54900316 紙幣の燃えたのや色々なものの燃えた灰が降って来て

49013444 塵芥、紙幣等どんどん降って来ました。

国立原爆死没者追悼平和祈念館内でのみ公開可という条件で、被爆体験記を寄稿していただいたものについては、情報を不開示

としました。

しかし、雨や飛散物について、具体的にどのような記述があったのかを確認したいと希望される方が多かったため、当該記述部分

についてのみ、執筆者の個人情報に関係しそうな部分（地名等）を非公開とした上で、公開することといたしました。

なお、被爆体験記全文の確認を希望される方は、国立原爆死没者追悼平和祈念館で左端に記載されている「体験記CD」から、当

該被爆体験記を読むことができます。
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49015312 役所や会社、学校などの焼けた書類などいっぱい飛んで来た

49006162 其れから時間が過ぎるにつれ紙の燃えかす等が降る様に飛んで来た

00003412
空から無数のボロ屑や紙屑が眞黒になって飛んで来て眼をあけてはいられませ
んでした。

49012510

空を見上げている中に、何やらチラチラ多くのものが落ちてくる。拾って見ると木の
葉の焼けたものや、子供の成績の１００点とか９５点とか赤鉛筆で書かれた紙片
が、又菜種袋等が舞ひ落ちて来た。フト私の軍服を見ると上衣から袖から黒い灰
で一杯であった。銃にも一杯つもっていた。後でわかった事であるが死の灰であっ
た

49008586 原型をとどめたまま炭化した市立長崎商業の答案用紙が舞いおりて

54900623

兵隊さん、また何か落ちてきよるですばいと天を指した。太陽が赤く見えたのだっ
た。やれやれ、飯にしようか。その時気付いたのだが、大豆めしには黒ゴマのゴマ
塩がかかっていた。ゴマ塩と信じて食べた。この食事の間、空から長崎原爆で焼
けた一〇銭紙幣、五銭紙幣の半分燃えかす、蒲鉾の配給券、二ノ坂製材所の伝
票、その他が黒い雪のようにゆらゆら、くるくる天から降りてきた。今、思えばあれ
は死の灰のめしだった。

28001734

もえかすの紙や灰が降ってき、附近のイモ畑などの葉の上には、一ぱい積ってい
ました。
その燃えかすの中に浦上、大橋とはっきり分る紙切れ燃えかすが、庭で遊んでい
た所にヒラヒラ落ちてきました。

49003576

空はくもり雨がふって来たとふとんを取入れようとしましたらそれは雨でわなく小さ
な灰だったのです。
しばらくしたらなにやら白い物がどんどんとんでくるのです、ひろいあげて見ました
ら色々な紙がもえそれに三菱のマーク入りのも有り三菱もえて居るなーと思ひ

49015590 書類の焼けただれた物と灰みたいな物が降りそそいで来ました

49010959
それから焼紙みたいな物が落ちて来ました。その中に大橋の兵器制作所の傳表
みたいな焼紙がふっておちてきた。

42003674 午後４時位に黒い灰が降り、田んぼの稲の葉が灰でまっ黒くなってしまいました。

49014252 灰の様な物がおけいっぱいにひろがっていました。

00012494 黒いススのようなものも降ってきました。

00008114
しばらくすると灰が降ってきました。灰と一緒にいろんな紙も落ちてきました。米穀
通帳もありました。いろんな紙に「長崎市駒場町」「松山町」「城山町」などの地名
があり、それで長崎市がやられたのだと分かりました。

49000751
１３時に原爆が落ちて空がうす暗くなり風で焼けた紙布とかお金の一円札と思う様
な物が風と一緒に飛んできた。

42004347
まっくろい灰とやけのこりのかみが長崎の方よりものすごく降ってきましたはたけ
も道もくろくなるほどでした

49000789 灰や焼けた紙が降ってきて屋根に１cm近く積った。

54901213 大学病院の書類（罫紙）福助足袋のレッテルが多数降って来て

49004633 灰の雨が頭上に降って来た

49013837
その上空より一円紙幣、新聞紙、事務用品等が塵となり焼けた紙片が綿雪の降る
ように大量に降って来た。

42003222 原爆が落ち周囲が暗くなり灰と物の燃えかすが黒い雪のように降って来ました。

49002831 いろんなもえぐずがとんてくるのでとこに火事があったのだろうかと思っていました

44000349
上空は黒煙と吹上げられた紙類（雑誌、本、書類）等が半焼の状態で牡丹雪のよ
うに降りかかり

49005360
空から黒いものが舞い降りてきました色んな物の燃えた灰が黒い粉雪の様に降っ
てきたのを

00008234
間もなく粉じんが混じった黒い雨が降り始
め、驚きました。

黒くヒラヒラした燃えかすが舞ってきました。
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49014609 薄暗くなり灰が降り始めました

41000721 市内方向からは空を覆って黒い煙りと粉塵が舞揚り、それが２～３日続きました。

00003990 運動場に真っ黒になるほど灰が降って来た。

00003234 空からは、いろんな物が飛んで参りました。

42006121
市内が、あっち、こっちで火災が、発生し彦山をこえて、火事の匂いと、燃えかす
が、雨の様に飛んで、ふって来まして。

00000846
やがて焼けただれた紙切れや布切れが降り出し、カラスの羽のようなものまで落
ちてくる。

49013662 その後、紙や燃えきれ、灰など飛んできました。

49013466 空から焼きつくした黒いごみが舞いおりていた。

49015742 やけ焦げた紙などが風にふかれてとんで来た事

49004715
長崎の方から黒くまい上がるけむりのあとその後あかるいほのほと変りあちらこち
らからとんで来た

49008481 空からなにかもえたような物が白い灰になって落ちて来ました。

00002761 夕方より市内で焼けたであろう、白い灰が沢山降って来た。

49013765
空を見たらひらひら舞っていました。落ちたものを見たら城山小学校の通知表とか
で

49013313 熱い熱風と燃えかすなどが舞上がり

00005815 ●●の方からは、焼けた紙片がひらひらと飛んでくるのです。

49001944 空は黒くなり紙くずはまいあがって

49000520
爆風が来てから数分後と思いますが、土や本、新聞など焼きこがれた紙片がどん
どん上空より降って来て、ヒワ、柿の葉などに雪が積るようにうす汚ない土が植物
の葉に積んでありました。

42004814 空が眞黒になりヒラヒラ紙のような物がとんで来て、

49002545 それから空をみたらごみの様な紙くずが空からふって来ました。

49002531
空からは灰とゴミのような物が舞い下りてきてしばらくしたら畠の、カボチャやいも
の葉には灰がつもり

35001462 もえかすがどんどんどんどん風と共におしよせてきて

00003391 その直後に黒い雨が降ったのはもちろん 灰が降り注いだことも当然であった。

49004593 燃えた紙くずのようなものが、ずっとおちておりました

49011648 途中空から砂や教科書の破片やお金の札のちぎれが飛んできました。

49000794
あちこちに紙の様なもえかすがヒラリヒラリと落ちてきたのでひろってみると三菱兵
器の伝票、教科書、ワタ等のもえかすと分り
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49012370 午後頃になって雨が降りだした
灰や燃えガラが飛んできだした、風に乗って、燃えガラがバラバラ落ちてくる
時がたつにつれ家の周囲の畑は灰をかぶり

00005815
暖かい風に乗って小さい紙切れ、領収書みたいなもの、ハガキなど黒い灰と共に
落ちてきた

54901427 上空からもえた黒い物が落ちてきて

49014642 西の空からいろんな物が降ってきたのを今も今もおぼえて居ります

49014584 空が真黒くなって来たとたん、空から紙が飛んで来た

49015408 灰のような物

49002122
その后どの位経ったかわかりませんが雨が
降って来た様でした

●●の上空が真黒で紙が無数飛んで的来て居りました
●●の方からは紙片が風に乗って飛んで来て居りました

49005027 灰と丁度ビラのやう燃えた紙類が飛んで来て

48022095 空は真っ黒になり色々なもえかすが飛んで来ました。

49011992 空は真赤で燃えかすがゴミみたいに飛んできました

00001431 ●●の自宅の方は造船所の青写真やら、灰があたり一面につもっていました。

00003982 空から焼けた衣類、焼け焦げた紙、等が灰と一緒になって降って来ました。

20090805 何かがひらひらと空から降ってきた。

49008979 空から、大変な數の残片が落ちて来ました。

00001092
落下さんの方向から紙切れが火山ばいのように舞いおりてきました。拾って見た
ところ、浦上天主堂あたりの聖書だったのでしょう。ばらばらになって落ちてきたの
でした。

49005710 大学病院のカルテ、学校の図画習字の張紙などが飛んで来た

49009437 灰は雪の様にヒラヒラと舞い降り

49011859
空は暗くなり、草や木の葉は、黒い灰が一面に積り、時間がたつにつれ、長崎の
方から、紙切れや、灰が飛んできました。

49005132 事務用関係のノートの切れはしの様な紙切れが降る様に飛んで来ていました。

しばらくしたら落ちてくるゴミが、塵とゴミともうとにかく一面野菜も草山木に至るま
で真っ白に積もった。

42004781
その内一面に暗くなり、灰や落葉や紙くずの様な物が降りはじめ、
灰はかなり長い間降り続け、畑のイモの葉の上は真白になっていた。

49015592 べたべたした雨みたいな者 紙くす　わた片　ぼろぎれなどがどんどん飛んできました。

49005820 空から色々燃穀が多量落ちて来た

49005881 灰がバラバラと降って来た

49005837 空にわ紙きれがちらちらと降っている
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40000666
爆風と共に、焼けただれた新聞紙の半面や、いろいろな事務用の紙が私たちの
上方から落下して来る

42005341 その後●●上空は煙でおおわれ、灰が降った。

00022878 真黒に焼け焦げた紙片が、待ち伏せていたかの様に、次々に落ちて来た。

42004595
時間がたつにつれ西の空が黒くなり外に出ると焼けた紙ぎれが校庭あたりにひら
ひらととんできた

40001763 紙などの燃えガラが●●の上空にも達して、まるで近所が火事のようであった。

49006142 いつのまにか白い燃えかすがヒラヒラと飛んで来ている。

49004581
焼けた紙くずが飛んで来るのです拾って良く見ると書類の燃え残りが爆風で空に
舞い上がり風に乗って●●方面まで飛んで来たもの

14001197 いちじ霧雨が降った 降灰がはじまり

40001936
真黒い焼けた灰が足元にポタポタと降り始め印刷文字が浮び上がった紙の燃え
かすが沢山舞い降りて来た。

28001827 空からは灰のようなものが、まるで吹雪のように降ってきて、

00022897 道路を歩いていると焼けた紙屑のような物が未だ落ちていた。

40002238
数時間を経過したころ、晴天の空が急に暗くなり大きな燃えカスや灰のようなもの
が沢山降ってきました。

43000512 やたら灰が降って来ました

49004169 紙類の燃えた灰が沢山落ちて来ました。

49004206
その中に焼けた紙片が無数にひらひらと舞い、活字を薄く残したままのものが舞
い落ちてきたりした。

00009787
長崎の方からこちらに、黒い紙切れやなにかの灰がビラビラと飛んでくるんです
よ。

00003709
西の空は見る見る暗い雲に覆われ、小雨が
降って来た。

時が経つにつれ、空からは、紙片が落ちて来た。長崎の文字のある伝票であっ
た。池の水面に降った灰が白く見えていた。

42006206 しばらくして外へ出たら、廻りのいもの葉等１面に灰が積りました。

42002632
午後空模様がおかしくなり灰が沢山落ちてきて、あたり一面薄暗くなりました。落ち
てくる大きな灰を手のひらで受けてみますと新聞か本の燃えかすの様で、字が
はっきり読めたことを覚えています。

00022998

それは原子爆弾の爆発による「きのこ雲」と広大な浦上のすべてが焼き尽くされて
空高く舞い上がった粉じんが、西風に乗って●●の上空を覆ったためでした。
空高く舞い上がったキノコ雲により、灰や粉じんが半径三十キロメートルにわたり
降り注ぎ、二十五キロメートル離れた我が家の庭や周囲の畑にも雪のように降り
積もりました。

54200096 上空から紙などの灰が●●の上空に散った

42003265 １時間位して出て見ると焼けた紙切がヒラヒラとんできて丸で虫の様でした

49015012
その時空からちらちらと何か降って来たのです。どこか近くで火事かなあと思いま
した。　後でこれが現爆弾の灰だったことがわかりました。

49014737 ほこりが１日中バラバラ落ちて来て

42003616 午後３時すぎ学校にもどりましたが、長崎方面の黒煙と灰が舞いおりてきました。
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27001198 雨が降るから医療品を部屋に入れて 焼けた紙くずや、ボロ布のやうなものがどんどん飛んで来る。

14001142 上空から黒い灰がボタン雪の様に降って来た

42005009 その後１０分か２０分後には灰か降り

00003184

今度は大粒の黒い雨が降って来ました。とて
もはげしく降りました。やがて雨はやみました
が、・・・
夕方から雨が降り出しずぶぬれになり

あたりは薄暗くなって来て、上から灰がたくさん降って来ました。紙のやけた灰や
細かいごみの様な灰が一杯降って来ました。

42005709 西の空が異様な様相を呈し、灰が舞いおり

00022998 長崎の燃えかすが家の周りの芋の葉にいっぱい積もります。

40001990 異様な灰色の空から暫くして灰の粉が降ってきました

49001102 焼けた紙片や灰の様なものが飛んで来ました。

54201776 次はすすが飛んできて汗のついた体に附着し

14001228 爆発による灰が手の平に落ちる程で

42000127 又焼けた灰等が沢山落ちて頭体等に付着しました。

42004734 大きな灰がバラバラと降って来ました。

08000187 夕方には●●市内にも灰が降ってきました。

49001582 黒い燃えかすみたいがたくさん降って来るのをみて

42000850

２時ごろだったろうか、西の空一面が黒雲におおわれ、やがて草とりしたグランド
の表面に黒い灰が降り始め、だんだん灰の粒が大きくなり、ついには４，５枚重
なった用紙の背に長崎市役所と印刷された罫紙の炭化した文字がはっきり読み
取れるものがぞくぞくと降り注ぐのを見て

40001871 真黒な空から、燃えた紙切れ、灰、ほこりが(空から)降ってきた

49007334 夕方には燃えかすが●●まで飛来し

42003978 そして木の葉には丁度雪が積もった様に灰がいっぱい積もって居りました。

42001963
後は爆風により上昇した木葉、紙、等さまざまな灰が空一ぱいに舞い上り、陸上で
も遠望出来なかった。

49009741
一時して、そのきのこ雲から発生したかのよ
うに雨が降ってきた。黒い灰のまじったような
雨だった。

帰路長崎方面から●●、●●●、●●方面へと黒い煙とともに燃えかすらしい灰
が降りそそいできた。

42005415 その時長崎の方角から、紙の黒い燃えかすなどが飛んで来ていた。

42000910 それから空は気味悪い様な暗さとなり灰の様なものが次々と落ちて来ました。

42003454
まもなくしたらお日様が火の玉のようになって、もえたはいが、いっぱいとんで来ま
した。

43000301 フスマの燃えかすその他の物の燃えかすがあたり一面に飛んで来ました

42004988 午後になったら長崎方面より灰が飛できて雲ったよおになって
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54100075 灰が多さん飛んで来た、死の灰とは知らず手に取ったりした

49006397 三菱当たりの書類の紙切等が空から舞い落ちて来ました

00006655
長崎の空には今まで見たことがない真っ赤な太陽が見え、焦げた葉が飛んできま
した。

42005190 午後になると空は曇り、物の燃えがらがぱらぱらと落ちてきました。

42005863 空が暗くなって、灰が降って来ました。

42004344 それから数分後西風にのって●●方面にも黒い綿のような雪が降り、

511140
しばらく経つと空が曇ってきて、空から灰や紙切れが、パラパラ、パラパラとかなり
長い間落ちてきました。

27000590 しばらくすると、西の空から真黒い雲に覆われた降灰が始まり、

11000357
（●●●●●●●●●）校庭に長崎の方から多山の黒くこげた、布や紙切れが飛
んで来ました。

28001978 空からは小さいすすが　きみような臭と共にあたりにただよいました


